
－6－        ■ 特集：北海道支部集会「2030 年北海道金環日食」 ■ 

 

天文教育 2021 年 1 月号（Vol.33 No.1） 

2030 年金環日食への継承と課題 

～2012 年金環日食の経験から～ 

大西浩次（元 2012 年金環日食日本委員会、国立長野高専） 
 

1. はじめに 

2030 年 6 月 1 日（土曜日）の夕方、国内

では 2012 年以来、18 年ぶりの金環日食が北

海道のほぼ全域で起きる。2012 年の金環日食

当時、はるか遠い将来の話だと思っていたが、

昨年の北海道支部会の開催（2020 年 11 月 1

日）時点で、すでに 10 年を切っている。皆

さんの中には、10 年先の天体現象を早くも

話題にしているのかと思った方も多いでしょ

う。しかし、2012 年の金環日食の時に活動し

た一人として、事前の検討から国内組織を準

備するまでの時間を考えると、あとわずか 10

年しかないと感じます。 

2012 年の金環日食に向けた活動のスター

トは、「世界天文年 2009 年」の最終イベント

であった 2009 年 12 月 5 日、神戸市で行われ

た「世界天文年 2009 グランドフィナーレ」

でした。これは、2009 年 7 月 22 日に起きた

皆既日食を安全に見てもらう企画（2007 年 5

月）から始まっています。ですから、2012

年の金環日食まで、5 年間も準備期間があっ

たと言えます。さらに、2009 年の皆既日食に

おける反省を踏まえて、2012 年の金環日食を

迎えることが出来たということで、わずか 5

年間ではありましたが、活動の経験が途切れ

ることなく、広報活動が出来たと考えると、

2030 年の北海道の金環日食、2035 年の中部

横断皆既日食をどのように展開するか、その

スタートの場にしていただきたいと考えます。

ここでは、この 5 年間（特に、2012 年金環

日食日本委員会の活動の 3 年間）を中心に、

継承したいこと、検討すべき課題などについ

て手短に報告してみたいと思います。 

2. 2012 年金環日食日本委員会 

2.1 天教「世界天文年プロジェクト WG」 

「世界天文年 2009」の活動は、その後の天

文学や天文教育普及活動に大きな影響を与え

たと思います。世界天文年とは、1609 年にガ

リレオ・ガリレイが夜空に望遠鏡を向けてか

らちょうど 400 年目に当たる記念として、

IAU（国際天文学連合）が提案し、UNESCO

の承認を経て、国際連合の決議で行われたキ

ャンペーンです。日本では、海部宣男氏を代

表として、2007 年に「世界天文年 2009 日本

委員会」が組織され、世界企画と同時に、多

数の国内企画が立案され、実施されました。 

この国内企画の 1 つとして、「7.22 皆既日

食中継」や「日食グラスで月にかくれる太陽

を見よう」などが立案されたのです。これは、

2009 年 7 月 22 日のトカラ列島から小笠原沖

合で起きる皆既日食を、「多くの人に安全に観

察してもらう」企画でした。この日食では、

トカラ列島全域、奄美大島北部、喜界島、屋

久島、種子島南部、硫黄島が皆既日食となり、

その他の地域でも深い食分の部分日食が起き

るということで、天文（教育）普及の格好の

場でした。 

世界天文年 2009 日本委員会では、日食観

察などに関わる注意喚起の文章を文部科学省

経由で学校など教育関係者に広く配布し、安

全な観察を呼び掛けました[1]。一方、天文教

育普及研究会では、「世界天文年プロジェク

ト・ワーキンググループ」を作り、その活動

の中の一つとして、安全な日食観察のための

教材開発や、齋藤 泉氏を中心に、世界天文年

日本委員会推奨日食グラスはじめとする複数
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の日食観察用メガネについて、可視域及び赤

外域の光線透過率を実際に測定し、安全性の

検証を実施しました。 さらに、日食観察に利

用される可能性のある各種代用品についても

同様の測定を実施し、世界天文年 2009 日本

委員会と協力で、これらの結果を広く周知す

る活動を行いました。この皆既日食の終了後

に、広報活動の成果と 2012 年の金環日食へ

の対応を考えて、世界天文年 2009 日本委員

会と共に、「日食観察による目への障害発生事

例の調査」を実施しました[2]。その結果、14

例の眼障害が報告され、薄曇りや雲の多い中

での想定外の観察法による障害例など、2012

年の金環日食に向けて、より周到な広報が必

要であるとの結論に達しました。 

このよう流れの中で、2009 年 12 月 5 日、

神戸で行われた「世界天文年 2009 グランド

フィナーレ」の日食セッション 「日食はすぐ

にやってくる」に於いて、この調査結果を報

告すると同時に、参加者一同で 2012 年金環

日食の安全な観察にむけた宣言をしました

『私たちは、2012 年 5 月 21 日の金環日食に

むけて，安全な日食観察方法の検証に努め，

ひろく周知していくことを誓います。 子ども

から大人まですべての人が，楽しく安全に日

食を観察できるようになること，それが私た

ちの願いです。』 

まさに、これが 2012 年の金環日食への活

動がスタートでした。このように、2012 年の

金環日食の安全な観察の広報に関わった人た

ちは、実質 5 年間の経験を積み重ねて活動し

たということができます。 

 

2.2 2012 年金環日食日本委員会の結成 

 世界天文年 2009 の終了後、この成果を引

継ぎ、日本の天文学の研究・教育・普及・ア

マチュア活動が一体となって、天文と科学の

理解を日本社会全体に広げる活動を行うため

の組織として、海部宣男氏を会長とする日本

天文協議会が結成されました。この日本天文

協議会の構成団体は、社団法人日本天文学会、

自然科学研究機構国立天文台、宇宙航空研究

開発機構、天文教育普及研究会、日本プラネ

タリウム協議会、日本公開天文台協会、日本

天文愛好者連絡会、星空を守る会です。 

2012 年の金環日食に向けて、世界天文年

2009 日本委員会の日食ワーキンググループ

を中心に、天文教育普及研究会「日食の安全

な観察推進ワーキンググループ」、日食情報セ

ンターなどから多彩なメンバーを募って、日

本天文協議会のワーキンググループとして

「2012 年金環日食日本委員会」を結成しまし

た。ここで、メンバーは、委員長に日本天文

協議会の会長である海部宣男氏になっていた

だき、副委員長の大西浩次ほか、飯塚礼子、

大川拓也、大越 治、齋藤 泉、阪本成一、佐

藤幹哉、篠原秀雄、塩田和生、塚田 健、船越

浩海、洞口俊博、松尾 厚、三島和久、森 友

和、山田陽志郎らです。 

 そうして 2012 年 5 月 21 日金環日食を「感

動を安全に楽しむための情報発信」を基本に

活動をスタートすることにしました。この委

員会を作るに当たり、どのような活動ができ

るか、事前の検討を行ったが、日本天文協議

会は予算や人的リソースのない任意組織であ

るため、すべて（お金もマンパワーも）持ち

出しで行わないといけないこと、さらに、委

員会として観望会企画や日食グラスの開発

（発売）などをする人的な余裕もないため、

「情報発信」を中心に、公的機関（文部科学

省や日本眼科学会、日本眼科医会など）から

安全性を周知していただくことや、多くの天

文関係者を「つなげる」役目に徹しようとい

うことになりました。 

 主な予算は、著者が代表の科研費基盤研究

（C）「児童・生徒一人一人が安全かつ主体的

に日食を観測するための教材の開発とその評

価」のみでした。この科研費で、研究打ち合
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わせの旅費やシンポジウムの会場費、教材の

印刷、謝金などに充てることができたのです。

この研究は、「市民科学」の実験的な研究であ

り、実際の研究協力者をはじめ、シンポジウ

ムに参加いただいた皆さんや金環日食に関わ

る各プロジェクト関係者の協力によって実施

しました[3]。無論、この科研費だけでは足り

ず、国立天文台の広報室の協力など、多くの

持ち出しによって委員会の運営を行ったので

す。さて、2030 年の金環日食や 2035 年の皆

既日食などに向けての課題として、日食委員

会の運営を行うには、できるだけボランティ

アだけに頼らず、日食委員会の運営資金をど

のように調達するか、事前に考えておく必要

があると思います。 

 

3. 2012 年の金環日食の特徴 

 2012 年 5 月 21 日（月）の朝、日本全域を

含む広い範囲で日食が起きました。午前６時

すぎに始まり、午前 9 時すぎに終わります。

金環食になるのは午前 7 時半頃でした。この

金環日食の最大の特徴は、金環日食の起こる

金環帯の領域に、日本人口のおよそ 3分の 2、

約 8300 万人の方々が居住していることでし

た。これは、日本の人口の 65％に当たります。 

 

 
 

図 1 2012 年金環日食における金環日食や部

分日食が見える領域とその領域内の人口 

さらに、食分が 90％の領域内には 1 億 2 千万

人、日本の人口の約 94％の方が、食分 80％

の領域内では 1 億 2 千 8 百万人と、日本のほ

ぼすべての方が深い食分を体験できることが

分かります。 

今回の金環日食は日本史上最も多くの人々

が観察できる金環日食でした。日食は顕著な

天文現象であり、その観察から、宇宙におけ

る地球・月・太陽の位置や運動を実体験でき

るという非常に貴重な機会であり、大人の

方々はもちろんのこと、特に児童や生徒達に

とっても、自然科学への興味関心や学習への

強い動機付けになるでしょう。しかし、観察

の対象が極めて明るい太陽であること、また、

2012 年の金環日食が月曜日の始業前の時刻

に起きることから、この日食を観察する際に

は、さまざまな観点からの配慮が必要になっ

ていました 

 

4. 金環日食シンポジウム 

2012 年金環日食日本委員会（以下、日食委

員会）では、安全な日食観察をめざす 4 つの

柱を掲げて活動を展開しました。 

１．日食観察に関する知識を周知する。 

２．安全知識の基礎となる日食メガネなどの

観察方法に関する調査研究を行う。 

３．日食関連イベントなど観察の機会提供に

関する情報を収集・発信する。 

４．シンポジウムを開催し日食に関心をもつ

方々の情報交換の場を創出する。 

ここで、４回のシンポジウムを日食委員会

主催、国立天文台研究集会として開催しまし

た。この日食委員会の結成と安全な日食観察

の推進の議論を行うキックオフミーティング

が、 2011 年 3 月 21 日（月・祝）国立天文

台 三鷹キャンパスで予定されていました。し

かし、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災とそ

れに伴う原発事故の発生により急遽中止とな

りました。当初、このシンポジウムにて、委
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員会に参加いただける方や協力者を募る予定

でしたが、それが出来なくなりました。そこ

で、日食委員会の正式な発足式が、2011 年 4

月 22 日の会議で行われました。なお、次期

の日食委員会を作るにあたって、透明性とい

うのも重要な要件と思います。先ほど指摘し

たように、運営資金を考えると、自分たちで

企画立案して運営資金を調達するか、公的な

機関より補助金をいただくか、企業等から寄

付をいただくか、いずれにしても組織の透明

性を十分に保持している必要があると思いま

す。なお、日食委員会の発足まで、約半年に

わたり、月 1 回程度の会合を国立天文台に行

っていました。発足後も、日食終了後の 2012

年 8 月まで、継続的に会議を行っていました。 

 そこで、実質的なキックオフミーティング

の要素を持つ第 1 回シンポジウムが、2011

年 5 月 21 日、ちょうど金環日食の 1 年前に、

東京理科大学を会場で行いました。このシン

ポジウムでは、主に眼の障害発生防止に関す

るセッションを設け、太陽光のブルーライト

の危険性を周知する最初の機会となりました。 

第 2 回シンポジウムは、2011 年 10 月 29

日、日本未来科学館を会場に、「みんなで楽し

むために」をテーマに日食へ向けたさまざま

な取り組みについて紹介しました。さらに、

いくつものグループ・団体による独自の観測

企画の発表もたくさんあり、この機会に一挙

に全国的な観測企画が展開されるようになり

ました。この中に、「金環日食の限界線共同観

測について」や「金環日食による太陽直径の

測定」などのアイデアが発表されています。 

第 3 回シンポジウムは金環日食のちょうど

1 か月前に当たる 2012 年 4 月 21 日、国立天

文台三鷹を会場に「あと１か月！カウントダ

ウン金環日食」と題して開催しました。日食

委員会からのメッセージとして、日食委員会

の諸取り組みの状況を報告するとともに、眼

科医の尾花 明氏（聖隷浜松病院眼科）に日食

網膜症への注意喚起を話していただきました。

さらに、全国各地の日食観測の観測グループ

の準備状況などを報告してもらいました。主

なものとしても、井上毅氏による「金環日食

の限界線共同観測について」、吉田宏氏による

「2012 金環日食福島連絡会の活動報告」、清

亜希子氏による「金環日食、横浜市緑区の取

り組み」、山村秀人氏による「NPO 花山星空

ネットワークの取り組みと京都・滋賀での金

環日食の観測」ほか、多数の発表が行われま

した。 

 最後になる第 4 回シンポジウムは 2012 年

8 月 25 日、神奈川公会堂に、日食情報センタ

ーとの共催で開催しました。2012 年の金環日

食のまとめと今後に向けた議論を中心に行い

ました。日食委員会や眼科医の尾花明氏によ

る総括と共に、マスコミや研究機関・社会教

育施設での活動などを、パネルディスカッシ

ョン「金環日食から次のステップへ」で議論

し、全体の総括を行いました。 

 それぞれのシンポジウムは安全な観察法の

周知と共に、日食に関心を持つ人々の情報交

換と連携の場を作ることが出来たという意味

で、非常に有効なものでした。一方、非常に

有益な情報になる「集録」を作る余力がなく、

「集録」が作られていないことは非常に残念

なことであり、次期の活動には、ぜひ、毎回

の記録をアーカイブできるようにしていただ

きたいと思います。 

 

5. 日食委員会の活動の POINT 

5.1 科学をバックに訴える 

日食委員会で行った活動のメインは、市民

の皆さんへの安全な日食観測法の普及と周知

でした。ところで、日食の観察の場合、通常

の天文現象と異なり、不適切な観察を行うと、

まぶしい太陽光によって日食網膜症などの目

の障害を引き起こすリスクを伴っています。

すなわち、日食の科学教育の有効性と、その
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観察におけるリスクの両方を周知しながら、

リスクの対処としての適切な観察法を広報す

る必要があります。ここが、日食の広報の難

しい点です。日食委員会では、金環日食に於

ける目の安全性を広報するために、まず、眼

科医の尾花明氏や遮光具の安全性を調査研究

している（独）労働安全衛生総合研究所の奥

野勉氏らを交えて、日食網膜症の原因や対策

について、研究会や学習会を繰り返し、その

最新の情報を取り入れた広報活動を行いまし

た。さらに、これらの研究のまとめとして、

日食メガネの国際標準規格（ISO）の作成の

中心的な役割をしている Dr. Sliney 氏をアメ

リカから招き、2012 年 5 月 3 日に「日食網

膜症の防止に関する国際ワークショップ」を

開催し、国際的な安全基準の最新状況を確認

しました。ちなみに、私たちが広報で採用し

た基準が、その後、ISO 規格として正規に採

用されています。 

2009 年までは、日食網膜症の主原因が、紫

外線や赤外線による影響であるとしていたの

に対し、2012 年（以降）の最新の情報として、

可視光線のうち特に短波長（380nm～500nm

付近）の青色光（ブルーライト）によって引

き起こされる光化学作用のためであるという

知見で紹介しました。この情報は、シンポジ

ウムや記者会見を通じて多くの人々に伝える

とともに、日本眼科学会、日本眼科医会から

もいろんな場で広報していただきました。 

 

 
図 2 学校向け資料「2012 年 5 月 21 日 日食を

安全に観察するために」文部科学省 HP より 

5.2 日本眼科学会、日本眼科医会との協力 

全国眼科医への日食の周知と、日食時の安全

な観察法の推進の協力依頼のために、日本眼

科学会、日本眼科医会に協力を要請しました。 

この協力をもとに、日食委員会と日本眼科学

会、日本眼科医会の 3 者で、日食を安全に観

察するための方法及び注意事項等の取りまと

めを行い、「2012 年 5 月 21 日日食を安全に

観察するために」として文部科学省から、全

国の学校及び社会教育施設に周知していただ

きました（図 2）。さらに、3 者の協力のもと、

日食に於ける目の安全性の啓発ポスターを制

作し、全国の眼科病院や科学館をはじめとし

て多数に配布しました。また、2012 年 4 月

26 日には「日本眼科啓発会議記者発表会」と

て、安全な日食観察の取り組みの記者説明会

行いました。 

 

5.3 国への働きかけ 

金環日食の安全な観察に関する諸問題を周

知するため、各省庁にも働きかけを行い、文

部科学省、厚生労働省、消費者庁、警察庁も

実際に動いていただいた。その一つは、先に

上げた日食を安全に観察するための方法及び

注意事項「2012 年 5 月 21 日 日食を安全に

観察するために」が、文部科学省より、学校

及び社会教育施設に 2 度に渡って通達されま

した（1 回目 2 月 3 日、2 回目 4 月 18 日）。 

 また、金環日食の直前、日食グラスとして

は不適切なサングラスが日食グラスとして販

売されていることが分かり、消費者庁と共に、

5 月 10 日、5 月 16 日、5 月 18 日と 3 度に渡

り注意喚起を促しました。（この結果、マスコ

ミでの報道が増えて、日食が起きることが全

国に知れ渡ったのですが、個人的には、一部

の報道に不適切なものがあり、安全な日食グ

ラスでさえも使用をためらうような、日食グ

ラスへの不信感を持たれた方が増えたことは、

残念なことでした。） 
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5.4 記者会見 

金環日食直前に複数回の記者会見を行い、

直前のマスコミ報道が増加しました。これら

の記者会見では、毎回、資料を提示し会見に

臨んだのですが、取材の頂いたマスコミの報

道は、日食の面白さや安全な観察法を適切に

報道していただき、非常に有効な報道でした。 

 2012 年 3 月 18 日 

日本天文学会春季年会 記者会見 

 2012 年 4 月 5 日 

国立天文台の記者のための「レクチャー」 

 2012 年 4 月 26 日 

眼科啓発会議記者発表会 

 2012 年 5 月 11 日  

文部科学省にて緊急アピール記者発表 

「見えてきた日食にひそむ危険」 

 2012 年 5 月 17 日 

文部科学省にて記者発表 

「日食をすべての人たちと安全に」 

 

6. 2012 年金環日食の様子 

 
図 3 2012年 5月 21日 国立天文台三鷹での

金環日食の様子（撮影：大西浩次） 

 

図 4 2012年 5月 21日 日食が見られた地域 

ウェザーニューズの調査結果：2012 年 5 月 25

日(金)16 時 31 分配信より引用 

7. 日食における障害例 

 日食委員会で行った安全な日食観測の周知

がどのくらい成功したのかを判断する基準は、

日食観察に於ける目の障害例がどのくらい少

ないかでしょう。 

 ここに、日本眼科学会が調査した「2012

年 5 月 21 日金環日食による眼障害症例調査

の最終報告」の結果を示します。 

 症例数：958 例 

 性別：男性 288 例，女性 670 例 

 年齢：2～92 歳 

 12 歳以下は 69 例（7.2%） 

ゼロを期待していた私たちにとって、ある意

味、ショッキングなデータであり、一部の関

係者より、リスク・コミュニケーションの失

敗例として指摘されている結果です。 

ところで 2012 年の金環日食では推定約

2000 万人の方が日食を観察しています。残念

ながら、九州や四国、太平洋沿岸などの多く

の地域で天候が悪く、観察できなかったため

です。一方、晴れた地域では、約 2 人に 1 人

は空を見上げたという状況でした。日食メガ

ネの販売数が推定 1 千万枚程度なので、日食

メガネを持っていない方でも見上げた方もい

たと思われます。ちなみに、日食メガネが手

に入らなかった場合の観察法なども周知して

いましたが、一般の人たちまで伝わる時間が

無かったと思われます。また、太平洋沿岸の

地域は雲が多く、日食メガネを使うとはっき

り見えなくなった地域もあったと聞いていま

す。このような問題への対策は、次回への課

題でしょう。一方、日食を観察した児童生徒

が多いにも関わらず 12 歳以下の症例数が約

7％であったことは、学校への周知がうまく

できていたと考えられます。さらに、重篤な

症例も無かったということで、目の障害に関

する事前報道や眼科医の協力で、過去の障害

例に比べて比較的軽度の障害も報告されてい

るため、症例数が多かった可能性もあります。 
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表 1 日食における眼障害例 

 1912 年 

ドイツ 

皆既日食 

1936 年 

北海道 

皆既日食 

2012 年 

日本 

金環日食 

眼障害例 3500 90 958 

眼障害例/人口 1 人/2 万人  1 人/3.4 万人  1 人/14 万人  

障害/観察人口 ― ― 1 人/2 万人  

 

観察人口当たりで見ると、眼障害の割合は

2 万人に 1 人でした。これは過去より少ない

のですが、ゼロではありません。2030 年、

2035 年への課題といえるでしょう。 

 

8. おわりに 

 日食の観察は、科学教育・天文教育として

重要であると同時に、目の障害を引き起こす

リスクがあるので、広報には特別な配慮が必

要です。さらに言えば、このようなリスクを

伴う天体現象の広報が、「2012 年金環日食日

本委員会」のような任意団体で良いのかとい

うことも検討しないといけません。 

日食委員会は、世界天文年 2009 の経験を

そのまま継承して行うことができました。少

なくとも、2009 年の場合は、世界天文年とし

て、国立天文台を中心とした広報活動があっ

たので、マスコミなどの反応も非常に良好な

報道であったと思います。日食委員会は、世

界天文年 2009 日本委員会の仕組みを継承し

た日本天文協議会のワーキンググループでし

たが、当時は、日本の天文学・天文普及を代

表する公的組織と勘違いするだけの雰囲気が

ありました。そのため、任意団体ある「2012

年金環日食日本委員会」を公的組織と同様に

対応していただくことができ、日本眼科学会

や日本眼科医会、文部科学省、厚生労働省、

消費者庁、警察庁、マスコミと一緒に行動す

ることができました。しかし、もともと組織

としての予算も人的資源も持たない日本天文

協議会のままでは、2030 年、2035 年の日食

における（広報の）中心的な役割を担う組織

を作ることは難しいと思います。海部先生亡

き後、全国の天文学や天文教育の活動を連携

するにはどうすればよいか、日食に限らず、

いま、考えるべき大きな課題なのです。 

今回、北海道支部会で金環日食に向けた取

り組みが議論されることを非常に頼もしく感

じています。2012 年の取り組みについて、ま

とめる機会を得たことをうれしく思うと同時

に、日食委員会に関わっていただいた多数の

方々の活動を、個々に紹介できず残念に感じ

ます。この話に出てきたいくつかの資料は、

天文教育普及研究会の HP に置いてあります

ので、機会がある度に見ていただきたいと思

います[4]。最後に、日食委員会の皆様をはじ

め、多くの関係者の活躍に感謝いたします。 

 

文 献 

[1] 7 月 22 日日食を安全に観察し

https://tenkyo.net/iya/eclipse/IYA2009_n

otice0626.pdf 

[2] 日食観察による目への障害発生事例の調

査 最終集計結果

https://tenkyo.net/iya/eclipse/report2.pdf 

[3] 科研費基盤研究（C）「児童・生徒一人一

人が安全かつ主体的に日食を観測するため

の教材の開発とその評価」

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENH

I-PROJECT-23501085/ 

[4] 日食の安全な観察推進 WG 

https://tenkyo.net/iya/eclipse/eclipse_index

.html 

 

大西 浩次 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [515.906 728.504]
>> setpagedevice


